
　「文化遺産の記録をすべての人々へ！」という表
題は、全国遺跡報告総覧プロジェクト（旧：全国
遺跡資料リポジトリ・プロジェクト）が主催する
全国遺跡報告総覧シンポジュームのテーマであり、
そしてチームが目指しているものです。
　「リポジトリ（repository）」とは、データの一元
的な貯蔵を意味しています。このチームが進めて
いるプロジェクトは、発行部数が少なく入手が難し
い学術資料（＝灰色文献）である遺跡の発掘調査
報告書をデジタル化し、全国遺跡報告総覧システ
ムを通して公開され、必要とする人がいつでも誰
もが利用できるシステムの研究・開発と構築です。
　このプロジェクトは、2008 年に中国地方の５つ
の国立大学図書館が提案した「遺跡資料リポジト
リの構築：中国５県域から広域連携へ」と題した
企画に対して、国立情報学研究所の最先端学術情
報基盤整備事業委託事業や日本学術振興会科学研
究費補助金などの経費的支援を受け、研究が始め
られました。2012 年には 22 府県に拡大し広域化
が図られています。この企画は、大学図書館が各
県域の自治体担当部局と連携・協力を得て進めて
いるものですが、2013 年からは国立文化財機構 
奈良文化財研究所と共同して事業を進め、大学図
書館を介せずして、遺跡調査報告書の発行主体で
ある各自治体等の判断でプロジェクトに参加し、
報告書の登録・公開ができるようになりました。
　この「全国遺跡調査報告総覧」は、2015 年 6
月 25 日から一般公開されています（「全国遺跡
調査報告総覧」と検索すれば、最初に表示されま
す。）。遺跡調査報告書は、今まで約 20 万冊刊行

されていますが、このうちの約 1 万 6 千冊がこの
システムを介してインターネット上から閲覧、そ
してダウンロードすることができ、印刷すること
もできます。この中には約 100 年前の 1917 年に
刊行された「宮崎県西都原古墳調査報告書」も含
まれています。
　このプロジェクトに参加している発行機関は
326 機関 (2015.12.27 現在 ) を数えますが、神奈川
県内の機関は一つも参加していません。この実態
に対して学会員の皆さんはどのように思われます
か。ちなみに長野県では、2010 年からプロジェク
トに参加していますが、当初から「全国一の収録数」
を目指し、早くから県教育委員会が関わって行わ
れています (2015.12.27 時点で 63 機関 2,523 冊 )。
　「全国遺跡調査報告総覧」は、遺跡調査報告書
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のみならず、研究論集・遺跡地図・見学会資料・
講演会資料・展示図録なども登録可能となってい
ます。登録データは PDF データですが、OCR 処
理加工が基本であることや、1994 年から始められ
た「報告書抄録」（遺跡調査報告書の巻末に掲載
している遺跡の概要を記した表）のデータも登録
されていることから、膨大な収録資料の中から特
定事項を検索して利用できる優れものです。ちな
みに「土偶」というキーワードで検索したところ、
1824 件の文献がヒットしました。
　遺跡調査報告書のデジタル化ということで誤解
されていることは、「紙媒体の印刷物は止めて CD
－ ROM 媒体のデシタルデータにする。」という解
釈です。これは大きな間違いです。プロジェクト
においても、保存媒体としての印刷版報告書の必
要性、報告書の利用促進を図る上での電子版報告
書の有効性と、分けて考えています。さらに電子
版報告書については、保存用の高精細印刷用デー
タと公開用データの２種類の作成を勧めていま
す。つまり、主たる保存対象は紙で作成された印
刷物であり、副としてデジタル加工を収めた CD-
ROM 等ということで、この位置関係は揺らぐこと
はないでしょう。
　可視化という視点からみると、印刷物は冊子と
して形となって私たちが触れ見ることができる物
体です。電子化はその保管媒体である CD-ROM

等から離れ、そのデータを保管するサーバーに収
められ、物体として目に見えませんが、インター
ネットを介して、いつでも誰でもが、そして今で
はスマートフォーンなどを利用してどこでも見る
ことができます。
　さらに、インターネットによる可視化による大
きな利点があります。それは、多くの人たちが、
インターネット上でデータが保管されているサー
バーが正常に機能しているかを点検してくれてい
るということです。インターネットで見ることが
できなくなったら、迅速に修復作業に移れるとい
うことです。この電子化の公開用 PDF データは、
図書館では閲覧用図書ということになります。閲
覧用図書自体の状態の把握は借出者か、職員が行
う点検時しかありません。
　また、電子化の公開用のデータ蓄積は、サーバー
に収められていますが、バックアップ用として海
外のサーバーに収めることも容易です。したがっ
て、災害等によって印刷物が失われた場合におい
て、応急的に対応できることも大きなメリットです。
　ちなみに、印刷物を PDF 版に加工するには、印
刷物を作成する過程の中で発生するデシタル加工
時に PDF 版を作成すれば済みます。既存の印刷物
についても今では冊子物のまま（非破壊）で、か
つ OCR 処理しても１冊数千円という価格帯で行っ
てもらえます。

　平成 27 年 3 月 21 日の土曜日、春分とはいっても
冷たい風が吹く中、茅ヶ崎市に所在する下寺尾官衙遺
跡群と、その関連施設をめぐる見学会に参加しました。
3 月 10 日付けで国史跡になったばかりの同遺跡群に
ついて、岡本孝之会長と茅ヶ崎市教育委員会の大村浩
司さんから熱のこもった、そして時に軽妙な掛け合い
をまじえながらのご説明をいただき、しばし寒さも忘
れて楽しいひと時を過ごすことができました。
　午前中は市の文化資料館にて、史跡指定までの道の

りを中心に、遺跡群を構成する七堂伽藍跡や高座 ( た
かくら ) 郡衙 ( ぐんが ) 跡の内容について出土品や写
真パネルを見ながらレクチャーを受け、70 年以上も
前から地域の大切な財産として後世に伝える努力が続
けられてきた事実を改めて重く受け止めました。
　午後はＪＲ香川駅に再び集合した後、時折小雨が落
ちてくる中を現地まで歩いて向かいました。まずは小
高い台地に上って、2002 年に高座郡衙が発見された
県立茅ヶ崎北陵高校のグラウンドへ。球児たちの練習
試合を尻目に、調査当時の様子を思い出しながら説明
を伺いました。旧校舎が解体されていたこともあって、
改めて政庁をはじめとする郡衙域の広大さを実感する
ことができました。
　郡衙の区画溝や弥生中期の環壕集落、縄文前期の西
方貝塚など盛りだくさんなお話を聞きながら台地を下
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り、小出川の橋の上で立ち止まります。ここでは河川
の付け替えに伴う発掘調査で古代の川港（津）が発見
されていて、当時の役所や寺院が水陸交通の要路に置
かれたことを実証する貴重な成果が挙がっています。
　最後に「七堂伽藍跡」の記念碑を拝し、58 年前の
建碑発起人に敬意を抱きながら伽藍の中心域を望める
場所へ。今は畑に戻っていますが、2010 年までは毎
年のように大村さん主導のもと確認調査が実施され、
幾度となく現地説明会にも足を運ばせていただきまし
た。区画施設の検出に始まって版築造成された基壇、
廂付きの大型建物…どれも重要な発見でしたが、これ
らの一つ一つが丁寧に調査されてきたことで、今回の
史跡指定に至ったことは言うまでもありません。大村
さんは頻りに「これからは若い世代に…」と仰ってい
ましたが、これまで培ってこられた経験を次の世代に
伝えるのと同時に、まだまだ第一線で現場に立って遺
跡のもっている魅力を発信し続けてくださることを期
待し、そして応援しています。
　見学会の締めくくりにあたり、岡本会長からは史跡

の整備・活用の方法について、どのような形で進めて
いくのが良いか、という問い掛けがありました。「一
人一答」と言われながら即座に応じることができず、
今もまだ具体的なイメージを想い描けていません。も
ちろん、行政機関や地域住民の皆さんが中心となって
進めていく事柄ですが、私自身も皆さんと一緒に勉強
を続けながら、自分なりの考えを導き出していきたい
と思っています。

寒さも吹き飛ばす大村さんからの熱の籠った説明

　平成 27 年 11 月 15 日に横浜市歴史博物館で開催さ
れた第 39 回の遺跡調査・研究発表会に参加しました。
顔見知りの役員の方に求められるまま、参加記を書か
せていただくことになりました。
　私がこの発表会に初めて参加したのは昭和 58 年

（1983）の第７回ですから、かれこれ 30 年以上、参
加していることになります。発表会が神奈川県考古学
会の主催になって久しいが、最近はパソコン機器の飛
躍的な普及により、ほとんどの発表がパワーポイント
を使用した視覚的に非常に解りやすい説明になってい
ます。また発表要旨も事前に手際よく鮮明な印刷物に
まとめられ、発表内容の理解に大きな助けとなってい
ます。開港記念会館の薄暗いホールでスライドに不具
合が生じて時々発表が中断し、発表者・映写担当者が
ともに冷や汗をかき、当日、追加資料がコピーで配布
されていた昔が懐かしくさえ感じられます。
　さて今回の発表会は、中世の鎌倉と伊勢原を特集
テーマに開催されるとの案内があり、以前から伊勢原

市域の中世遺跡に興味があった私は、非常に楽しみに
参加させていただきました。当日は、鎌倉市関係の発
表１本（中世、発表者：宮田眞氏）と玉林美男氏によ
る特別講演「鎌倉市の寺院遺跡について」、伊勢原市
関係の発表４本のほか、川崎市（古墳時代、発表者：
栗田一生氏）、横浜市（近代、発表者：太田雅晃氏）
の発表が各１本ありました。ここでは伊勢原市域の発
表を中心に感想を述べさせていただきます。
　上粕屋・和田内遺跡（発表者：土任隆氏）は、中世
の熊野神社・極楽寺に関連する遺構の発見で注目され
た遺跡です。当日も会場で質問をさせていただきまし
たが、SX203 として報告された石組遺構は、荼毘跡で
はないかと考えられます。
　子易・中川原遺跡、子易・大坪遺跡（発表者：井辺一徳氏）
は、大山山麓に展開した遺跡群で中世だけでなく古墳時
代後期の横穴墓や縄文時代中期の遺構なども発見され
ています。中世の呪符木簡が出土したことは、遺跡の性
格を明らかにするうえで重要な発見であると思います。
　浄業寺（第２次）、三ノ宮・上竹ノ内遺跡（発表者：早
田利宏氏）は、土地造成の様子が明らかになり、中世瓦
の出土で注目された遺跡です。遺物としての瓦は 13 世
紀前半のものですが、瓦の年代に合致する具体的な寺院
跡（浄業寺跡）の遺構は発見されていません。13 世紀代
の瓦葺建物は調査区西側の丘陵上に存在するのではない
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かという感想を持ちました。
　神成松遺跡第６地点（発表
者：土本医氏）は、谷底の土
地開発により中世から近世に
かけて連綿と続く畠地の変遷
が明らかになった遺跡です。
　私はいつも発表を聞きなが
ら、発掘調査の成果から何が
わかったのか、時代を問わず、当時の人々がどんな暮
らしをしていたのかということに関心を寄せています。
例えば、畠地の畝状遺構が発見された報告（神成松遺跡）
を聞きながら、「畠では何が作られていたの？」、「耕作
者はどこに集落を営み暮らしながらここで耕作を行っ
ていたの？」といったことを素朴に考えました。考古
学が遺構や遺物から人類の過去の歴史を明らかにする
学問である以上、人間の存在を無視して、いかに遺構
や遺物の状態について詳しく説明をしようとも、何も
伝わってこない気がします。遺跡の調査範囲にとどま

らず、遺跡の周辺地域にまで視野を拡げた発表をして
いただきたかったと思います。このことは特定の発表
に限らず、すべての発表に共通して感じられたことで
した。資料整理が途中で報告書刊行前の段階において
は非常に慎重になることも理解できますが、もう一歩
踏み込んで地域の歴史像を描いていただけたら、もっ
と遺跡への夢がひろがったのではないかと思います。
　色々と率直な意見を述べさせていただきましたが、多
忙な時間を割いて発表要旨を作成され、発表をお引き受
けくださった発表者の皆様に感謝したいと思います。

当日は大勢の来場者が発表に聞き入りました。

　2015 年 10 月 11 日（日）に川崎市市民ミュージアム
で開催された、2015 年度第 2 回見学会「企画展　古鏡
－その神秘の力」に参加をさせていただきました。展
示項目Ⅰ章からⅥ章までのテーマにそって多数の鏡が
展示されていて、迫力のある内容でした。展示の解説
は川崎市市民ミュージアムの学芸員、新井悟さんです。
　第Ⅱ章では漢の鏡が展示され、その中で前漢鏡様式
に含まれる銘帯鏡から、後漢鏡様式に含まれる連弧紋
鏡が誕生したという流れが示されていました。銘帯を 1、
2 圏めぐらすものに連弧紋が加わり、後に鈕座に四葉座
のものが現れ、最後に銘帯が消失し、斜角線紋帯にか
わるという流れが 10 点ほどの遺物で示されていて、変
化の過程が理解できとても面白かったです。また『居
摂元年』銘のある連弧紋銘帯鏡が年代を指し示す重要
な資料ということを聞き、現代の人間と当時の人間が
共通して使用している文字資料の重要性を感じました。
　多数展示されていた方格規矩四神鏡は、紋様の配置
などに規格性をもっている印象を受けました。アルファ

ベットに類似する紋様は、天と地を繋ぐ綱のような役割
を表していると考えられるとのことです。四神などに注
目して観察していましたが、図形のような紋様も意味を
もち、それらが配置されていることに興味がわきました。
四神が東西南北を守護することで安泰を願う気持ちが
表現されていると聞き、その時代の人々の理想の世界
観が図化表現されているということに納得しました。
　また、『建初八年』銘をもつ神人龍虎画像鏡の展示で
は、画像鏡の成立年代が、今まで推測されていたもの
より四半世紀さかのぼることが立証されたというお話
を、発見の経緯もふまえ聞くことができました。画像
鏡は東王父と西王母を中心とした様々なストーリーが
表現されているようで、興味深いものでした。
　漢の鏡は点数も種類も多く、圧巻の展示でした。神
奈川県周辺の倭鏡を拝見したいなと思い見学したので
すが、漢の鏡についての展示コーナーは、説明やキャ
プションも興味をひく内容で、漢代においての鏡の様
式の変化が理解でき、勉強になりました。
　Ⅲ章では呉・魏の鏡、三角縁神獣鏡というテーマが
設定されていて、呉の多様な鏡式の鏡が展示されていま
した。西晋によって滅ぼされる頃の鏡は、表現が簡素に
なるということが展示品の呉末期の鏡で示されており、
その時代の情勢も反映されるものだと感じました。魏の
鏡に関しては前漢と後漢を模倣したデザインを使用した
ことと、鈕孔に特徴があるとのことでした。三角縁神獣
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　毎年開催される神奈川県埋蔵文化財センター主催の
「かながわの遺跡展」ですが、私はこれまで単独でしか

訪れたことがなく、神奈川県考古学会の見学会に参加す
るという形で見学するのは今回が初めての体験でした。
会場は神奈川県立歴史博物館、当日は 30 人近い参加者
が地階にある講堂に集合し、先ずは展示を担当された加
藤勝仁氏から展示趣旨と構成とについて簡単な紹介が
ありました。その後、配布されたカラーの図録を手に展
示室に移動し、約 1 時間にわたって、細部にわたる丁
寧な解説をいただきながら展示資料を見学しました。随
所で参加者からいくつもの質問が上がり、質問からさら
に遺物や遺跡についての踏み込んだ説明へと話題が発
展していき、非常に有意義な展示見学でした。
　展示室の入口では貝層の剥ぎ取りが見学者を迎えま
す。導入として、廃棄とモノを送る場としての貝塚の説
明があり、その貝塚から出土する遺物を軸に、大きく 2
室に分かれた展示スペースの前半で海と関わる資料が、
後半ではこれに低湿地遺跡からの出土品を加えて森＝
陸地での活動に関わる資料が展開します。特に今回は特
殊な条件下で遺存した有機質資料が多数とりあげられ
ており、近年の保存技術の飛躍的な向上と県内での低湿
地調査件数の増加に伴う成果とを改めて実感しました。
　「海の恵みと生業」と題した前半部では、東京湾岸
から三浦半島にかけての貝塚遺跡出土のお馴染みの骨
角器群に加え、相模湾沿岸の羽根尾貝塚や堤貝塚、西
方貝塚等の出土遺物とが一堂に会し、外洋漁撈から沿

岸漁撈まで様々な海の生業にかかわる資料が並べられ
ていました。多様な形態を有するヤスや釣針を一度に
観察できる貴重な機会でもありました。また、展示説
明では自然遺物と出土漁具とを具体的に結び付け、当
時の自然環境から季節性、捕採対象の志向性にまで言
及し、推察される漁場の違いや漁法の多様性について
も指摘され、出土資料を複合的に捉える昨今の考古学
研究の視点の広がりを感じます。
　製塩土器と推定される土器片の展示も目を引きまし
た。製塩も海とかかわる生業のひとつです。縄文時代
における塩の流通形態、流通網にも興味がわきます。
　後半は遺跡から出土した陸上の動物骨の数々から視
点が森へと移っていきます。伊勢原市の西富岡向畑遺
跡や小田原市羽根尾貝塚で出土した編籠類を筆頭に網
代や縄等、保存処理を施された有機質資料が多数展示
室に置かれていたことに強いインパクトを受けました。
木材に樺の樹皮や蕨の繊維を巻き付けた資料、芯材に撚
縄を横巻した資料 ( セキヤマとして展示 ) は、土器や石
器に観察されてきた繊維痕跡の具体的な形状を示唆す
る事例であり、複数素材を組み合わせた縄文時代の数々
の道具が目に浮かぶようでした。低湿地遺跡からの出
土遺物は、当時の生活の様子を雄弁に物語るものであ
り、縄文人の生業が紛れもなく現在の私たちの生活に
連なる営みであることを感じさせてくれるものでした。
　最後のコーナーでは、装身具が集められていました。
今年度の神奈川県考古学会の講座テーマはまさに縄文
時代の装身具です。実際の遺物をじっくりと観察する
ことができ、講座への関心も高まりました。
　今回の展示では、　めったにお目にかかれない遺物
も数多く展示されていますので、県立歴史博物館での
会期を逃した方も、海老名で開催される同展示の巡回
展へ足を運んでみてはいかがでしょうか。

鏡に関しては製作地について議論が続いている段階で、
魏の鏡の中で捉えられるのか、別の可能性があるのかと
いう問いに基づいて展示されていて興味深かったです。
　Ⅳ・Ⅴ章では、倭人によって製作された倭鏡は、中
国鏡を模倣しつつも紋様がアレンジされたり、直弧紋
や家屋紋などオリジナルな紋様が誕生したり、鏡のサ
イズが多様に変化した様子を解説していただきまし
た。展示されていた巨大な鏡は大変見応えがありまし
た。神奈川県と東京都から出土した鏡を中心に展示さ
れているコーナーでは、鏡一点一点デザインの異なり
も感じられ、個性のあるものが多いと思いました。中

国と日本の思想や情勢の違いなど、鏡にも反映されて
いるように感じました。
　今回古鏡の展示を拝見して、中国で誕生した鏡がそ
れぞれの時代の思想を紋様として取り入れ、時代背景
を反映しながら展開していった様子を知ることができま
した。説明を受けながら展示を見学することで、その流
れをよりわかりやすく知ることができ、非常に勉強にな
りました。また倭人が中国鏡をアレンジし、彼らのニー
ズにあった紋様や形に変化させながら、社会に取り入
れていった過程に興味関心がわきました。展示見学会
に参加させていただき、どうもありがとうございました。



　 江ノ島に所在する中世石碑
      　～その意味と重要性～

古田土　俊一
はじめに
　神奈川県藤沢市の江ノ島は現在、観光名所として著
名であり、古くから信仰を集めることでも知られる島
である。江島神社の三宮や龍穴、鎌倉期作成の弁財天
像など信仰を象徴する文物が衆目を集めるなかで、中
世石碑の存在を知る者は少ない。
　石碑は辺津宮の一角に覆屋（雨よけ）が掛けられた
状態で立つ。高さ 138．0㎝、幅 74.3㎝、厚さ 10.5
㎝の長方形の板のような形状をとり、ほぼ中央で二つ
に折れた痕跡があるものの、残りは良い。鎌倉時代に
宋国から持ち帰ったとの伝承があるため、俗に「宋国
伝来の碑」とも呼ばれるが、その詳しい来歴は江島神
社の別当を務めた岩本坊に伝来する「江島神社縁起絵
巻」に描かれている。第五巻第三段には、石碑を背に
二人の僧侶が向かい合う場面、僧侶が碑を背負って海
を渡る場面、そして下宮境内に石碑が立てられる場面
が描かれ、詞書によると元久元年（1204）に慈悲上
人良真が中国に渡り、慶仁禅師に参じて受法し、長さ
五尺、幅三尺の「弘誓明石」を伝授され、帰国後、将
軍に請い、「旧跡」に社壇を復興したことが記される。
この史料の制作は室町時代とされるため、石碑は少な
くとも室町時代には江ノ島に存在したことになる。
　以前私は、仏教史の大塚紀弘氏とこの石碑を調査す
る機会を得た。肉眼では確認しづらかったが、拓本を
採取すると「大日本国江島霊迹建寺之記」と記された
中央の額と、額を挟んで向かい合う二匹の龍が浮かび
上がった。残念ながら石碑の下半分は風化が激しく採
拓できたのは数文字だけだったが、おそらくは碑文が
記されていたのであろう。そこでまずは、この龍がど
ういった存在であるのか、また、この石碑がもつ意味
を明らかするべく検討した結果、その歴史的重要性を
知ることとなった。周知の機会になれば幸いである。
石材の産地
　調査ではまず石材の鑑定を行ったが、石碑に用いら
れた石材は県内の中世石造物に用いられるどの石材と
も違っていた。紫色ともいえる赤味を帯びた凝灰岩は、
県内では産地も類例も見あたらない。
　 こ の 点 は す で に 江 戸 時 代 に 指 摘 が あ り、 随 筆

『中陵漫録』（1826 年）には、伯耆国米子の寺院に同
種の岩石があり、長崎の近くが産地であると記される。
また、筑前国の「阿弥陀経の石」も同種であるから、
江ノ島の石碑も筑前国や薩摩国辺りの石材で作られた
のではないか、とある。この「阿弥陀経の石」は、福
岡県宗像市の宗像大社に伝わる重要文化財「阿弥陀経
石」のことで、使用された薄紫色の凝灰岩は、近年で
は長崎をはじめ九州一帯に分布する「薩摩塔」ととも
に寧波付近産出の中国石材であるとの指摘がある。日
本国内でも同様の特徴をもつ石材は採れるようなので
注意は必要だが、もしも江ノ島の石碑が中国産石材で
あるならば、伝承にある通りであり、これまでの研究
で判明している中世の中国石材使用例で最も東に位置
する例、関東では唯一の例となる。
文様の検討
　次に石碑にある双龍の文様を追った。管見に入った
類例は４件であったが中世は１件のみと少ない。その
１件、東福寺の所蔵する重要文化財「孝宗御書太白名
山四大字碑銘」は、中国寧波の天童寺にあった石碑の
拓本で、東福寺開山の円爾が入宋時（1235 ～ 41 年）
に持ち帰ったものといわれ、よく似る。江ノ島の石碑
より古い例となる。それ以外の類例はどれも江ノ島近
郊にあり、制作年と文様構成から、江ノ島の石碑を参
考にした可能性が高い。鎌倉市大倉の大江広元墓に立
つ石碑「故正四位下陸奥守大江公碑」は、文政六年

（1823）に長州藩第十一代藩主毛利斉熙が造立した大江
広元墓前の顕彰碑であり、この石碑は「亀趺碑（きふひ）」
の型式で表現されている。私は江ノ島の石碑がこの「亀
趺碑」という種類の石碑なのではないかと考えた。

～個人寄稿文︓資料紹介～

「大日本国江島霊迹建寺之記」石碑上部拓本



　亀趺碑とは、亀の形をした趺石（台石）を有する碑
をいう。台座の亀は「贔屓（ひいき）」という龍の一
種であり、頂部には「螭龍（ちりゅう）」という別の龍
を置く「螭首亀趺」の型式を基本としている。中国南
北朝時代（439 ～ 589）ごろに定着した碑形で、平勢
隆郎氏の研究によれば日本へ伝来したのは江戸期以降
という。造立の目的は「顕彰碑」であり、身分の高い
者のほか神格化された文人や偉人、土地などでないと
建立できない厳しい制約がある。文様の検討を進める
と、どうやらこの亀趺碑の「螭龍」こそが、江ノ島の
石碑の龍である可能性は高いという結論に至った。仮
にそうであれば江戸期以前にこの種の石碑が日本に伝
来していたことを示す資料として重要な価値を持つ。
石碑の記す内容と原位置
　ではこの石碑は何を記し、どこに立っていたのか。
大塚紀弘氏の検証を参考に見ると、手がかりは篆額の
文字にある。篆刻された「大日本国」「江島霊迹」「建
寺之記」三行の文字は、「江ノ島の奇跡が起きた場所
に寺院を建立した経緯の記録」を意味する。「江島縁
起絵巻」と、その基になった漢文の『江島縁起』（1323
年奥書）をもとに奇跡の事例を探した結果、3 つの記
事が該当した。
　①空海による金窟社壇の創建
弘仁五年（814）空海が金窟（龍穴）の中で天女より
お告げを得、弁才天像を金窟に安置し社壇を建立した。
　②円仁による東山社壇の創建
江の島を訪れた円仁のもとに弁才天女が出現。弁天の
五寸像を彫り、東山の頂上に社壇を開く。
　③良真による東山社壇の再建
良真の前に聖天島に弁才天が現れ、円仁が開いた山頂
の社壇の荒廃を嘆く。のちに良真が再建した。
　大塚氏によれば、このいずれか、あるいは複数が石
碑に記されていた可能性が高いという。なお、この石
碑は顕彰する土地に立っていたはずであるから、大塚
氏の論に則れば立地の候補が２ヶ所に絞られる。ひと
つは円仁・良真ゆかりの旧跡である東山の頂上、もう
ひとつは空海ゆかりの金窟（龍穴）である。
　東山の山頂は現在植物園や展望台が建つ場所である
が、中津宮付近も候補地となるだろう。実はこの場所は

「亀の背」になる場所でもある。江ノ島が亀に例えられ
ることは多くの地誌類が記しており、山二ツを境に標高
の低い西山を頭、高い東山を甲羅と見立てたことによる。

甲羅の頂部となる東山山頂に石碑が立てば、構造的に
亀趺碑に似た形態になるというのは考えすぎだろうか。
　一方で、江ノ島には龍穴という神聖な空間が存在す
る。この洞窟が聖地江の島の信仰の中心として機能し
ていたことは、『吾妻鏡』等の史料が証明するところ
であり、特に仏教や陰陽道の儀礼が行われた。現在も
この場所は、信仰対象であるが江の島第一・第二岩屋
と呼ばれ、観光名所として著名である。実は、この岩
屋の眼前の岩礁帯に「亀石」と呼ばれる石が存在する。
　岩屋を背にし、海に頭を向けるこの石のことを記し
た史料は見当たらないが、伝承では片瀬の石屋、中村
亀太郎氏が作成したものと言う。一度はこれを亀趺と
考えたが、調査したところ前肢がヒレで表現されてお
り、霊獣「贔屓」の獣足ではないことがわかった。近
年、おそらくはこの付近が隆起した関東大震災以降に
造られたのであろう。
　しかし、貞応二年（1223）の紀行文『海道記』に
よれば、鎌倉時代の江ノ島は船の通過する海洋の方角
が「御前」であった。もし龍穴に霊迹を顕彰する碑が
建っていたのであれば、海の方向を向いていただろう
し、そのような場所に海を望む亀の石造物があるのは、
どうにも無関係でないような気がしてならない。江の
島に亀の伝承は多いが、その中でも特に龍穴の本社で
ある奥津宮に文物が多く残ることも含め、ここには亀
に関する何らかの伝承があったと見たい。
おわりに
　以上、江ノ島の石碑の重要性を概観した。私は鎌
倉周辺の目印になる山には、中世の大型石造物が立っ
ていたと考えている。特に風光明媚な江ノ島に中世
石造物が無いのを
訝しく思っていた
が、石碑の存在に
よってようやく得
心することができ
た。詳しくは『鎌倉』
第 116 号「江島の
中世石碑」を御覧
いただきたい。

亀趺碑の一例「大江広元墓」



　連絡紙第 55 号をお届けします。村澤会員の巻頭言は、遺
跡調査報告書のデジタル化プロジェクトについて。この画期
的な取り組みに後れをとる神奈川…待ったなしの状況です。
　古田土会員による資料紹介は、中世の江ノ島について新
たな視点を示す意欲作です。
　なお、押木会員の見学会参加記は、早くに原稿をいただ
きながら、掲載が遅れました。関係者の皆様に深くお詫び
いたします。

　編集後記　
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 講座案内
平成 27 年度神奈川県考古学会講座

『縄文時代の装い』

　日時：平成２８年２月２１日（日）
                 午前１０時から午後５時まで
　場所：横浜市歴史博物館　講堂
                （横浜市都筑区中川中央 1-18-1）

内　容
　講演・講座
　　『縄文人の装い』
             小林達雄氏 （國學院大學名誉教授）
　　『骨角・貝製品からみた縄文人の装い』
            金子浩昌氏（東京国立博物館客員研究員）
　　『死者の装い』
            中村耕作氏（國學院大學栃木短期大学）
　　『石製品からみた縄文人の装い』五十嵐睦氏（平塚市教育委員会）

　対談
　　小林達雄氏・金子浩昌氏『縄文人の装い』

　事前申し込み不要。入場無料（ただし、資料代は有料）。
　問い合わせ先：soumu@koukokanagawa.com
　※　詳しくは、Web 版「考古かながわ」をご覧ください。

　～ 今年度の考古学講座では、神奈川県内における縄文遺跡の装身具のあり方をみることで、
この地に暮らした縄文人の精神世界やものづくりの一端について考えてみたいと思います。

　ネックレスやイヤリングなどのアクセサリー（装身具）は縄文人にとってどのような意味を
もっていたのか、その用途や使用方法などを探るなかで、縄文人の精神世界に迫ります。～


